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静問地学 38持(1978) 

ア の 然を ずねて ( 18) 

自百*

本年 8月にアラスカに旅行し、雄大な氷河や氷河地形をはじめ、美しい野草や野生動物など地球上に

残された数少ない原始的な自然を観察する機会を得たので、その一端を H地学散歩ρ として紹介する O

コース』まアンカレヅジ マタヌスカ氷河

~マッキンレイ ~フェアパン

グス~パノレヂィーズ~ウィッテア~ア

ンカレッジである。

中部アラスカの地

西部カナ

アラスカのギな地質

どと同じ

である O アラスカ内陸部のブノレック山較は

ボン紀と白亜紀の地}脅からなり、最後の氷期

(ウィスコンシ には氷河におおわれ

ていたo 111地は標高 1，500"-'2，500 mほどで、

準平原状をなしている O 山献の北斜面は

紀の氷河の でおおわれている O

、
マタヌスヵiJ<iiiJ

アラスカの氷河分布

内陸部はユーコンJ11流域が大部分を占めているが、丘陵地は

石は古生代や中生代に形成された堆讃岩や変成岩が多い。

にはチュガヅチ山地、ランゲノレ山地などがあり、内陸部にはアラスカ最高峰のマッキンレイ山

( 6，194 m )を含むアラスカ山脈がそびえている。この山地は古生代や中生代の石灰岩、砂岩、

泥岩の地!警に巨大な花こう岩が貫入して、その周辺に変成岩(結晶片岩・片麻岩)がみ

650"""" 1，000 mで、露出している

られる。ウィスコンシン氷期にはこれらの山脈は氷河におおわれてい

アラスカ半島、アリュ…シャソ列島には火山が並んでおり、主なものは 57あれ

もある o 1912年のカトマイ火山の噴火は有名である O

チュガッチ山地の北斜面にあるマタヌスカ氷河を訪れた時にはグレンハイウェイを西から東iこ向って

った O 道はマタヌスカJIIの右岸の段丘や氷河堆積物の上を走り、所々で山の斜面を切り取った場所を

通過した O この地域の のパーマー付近の

らフェアパンクスに行く途中はアラスカ山振を横切るマッキンレイ

3，000 m級の火山

はどこか大井川沿いの 似た感じがある O

で、このあたりは

ほとんどが変成岩分布域であることが車窓からもよくわかった O フェアパンクス付近は 1，900年代の初

め頃ゴールドラッシュの起こった地域に近い。マタヌスカ氷河の河JII擦は砂岩、頁岩、機器、石ぼく片

花こう関緑岩、花こう岩などが多かったO

中部アラスカの主主河の分帯 アラスカの氷河の分布をみると太平洋沿岸のチュガヅチ山地とランゲノレ
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写真 1. マッキンレイ山国立公園内サブル椋から見るマッキンレイ山
広いU字谷の緩い斜面にハイウェイがあり、谷底はア

ノレベンツンドラで野生動物〈カリブ一、ムース、雷鳥

黒グマ、灰色グ。マなど)が住んでいる O

写真 2. モレインの丘(マタヌスカ氷河〉

氷河末端とそレインの丘との間の水たまりからは湯気

がのぼっていたO 水温は-2 oc、左手前の黒く見える

のは氷で上にどろがついたものであったO

( ii ) 



写真3. 氷河堆積物

大小さまざまの堆積物が分級作用をされないまま積み

なっている O

写真4. マッキンレイ山山頂ク口一ズアップ

山頂は南(6，194 m )と北(5，934 m )に分れている O
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